
話

頭

の

考

察

(
三
則
)

日

種

譲

山

世

尊

拮

華

の
話

澄
尊
拮
華
の
則
は
、
灘
宗
傳
法
の
起
源
を
な
せ
る
重
要
な
る
則
に
し
て
、
繹
宗

の
今

日
あ
る
は
藪
典
以
外
此
の
事

を
傳

へ
た
る
爲

で
あ
り
、
叉
繹
宗

が
藪
外
別
傳
不
立
交
字

ビ
稻
し
他
の
宗
涙
ε
異
れ
る
特
徴
を
有
す

る
も
、
亦
全
く

こ
れ
に
縁
由
す

る
◎
故
に
此

の
則
は
灘
宗
傳
法
の
始
を
な
せ
る
者

で
あ
る
ご
同
時

に
、
羅
奪

の
眞
生
命
郎
ち
、
自
内

謹

の
法
を
相
傳

せ
ら
れ
た

る
者
ε
古
來

せ
ら
れ
て
居

る
。
故

に
此
則
は
、
歴
世

の
頑
師
の
最
も
重
ん
じ
且
塞
揚

し
て
、

他

の
激
宗
以
外

に
立
場
を
有
す

る
事
を
明
か
に
し
て
、
以
て
自
家

の
法
源
を
示
し
、
而
し
て
師
資
相
承
の
根
源
的
な

縁
由
ご
な
す
者

で
あ

る
。
此

の
如
き
重
要
な
る
則

で
あ
る
に
か

、
は
ら
す
、
此

の
則
に
顯
れ
た

る
如
き
事
實

は

一
切

経
中
何
の
佛
典

に
も
記
録
せ
ら
れ
て
居
な

い
。
是
れ
古
來
史
的
観
察
よ
り
佛
激
を
研
究
す

る
學
者

の
疑
を
抱
い
て
論

評
す

る
所
以
で
あ
る
。
依
て
傳
記
及
び
語
録
等

に
記

さ
れ
あ
る
所
を
先

づ
記
す

る
こ
ご
に
す

る
。

輝

の
傳
燈

に
於
け

る
達
磨
以
前
、
帥
ち
二
十
八
租
に
就

い
て
は
異
説
あ
り
て

一
定

せ
す
○
圭
峰
宗
密
の
著
π
る
「
圓

畳
経
大
疏
鋤
」
は
唐
の
穆
宗
帝
、
長
慶
三
年
(
西
紀
入
二
三
)
の
撰
に
し
て
、
景
徳
傳
燈
録

に
先

つ
こ
ご
百
入
十
籐
年
、

話

頭
の
考

察

入
五



話

頭

の
考

察

入
山ハ

同
書
悲
三
下

に
記
せ
る
灘
門

二
十
八
組

の
名
は
景
徳
傳
燈
録
ご
同
じ
か
ら
す
、
又
我
國
最
澄
が
傳

へ
た
る
内
讃
佛
法

相
承
血
賑
譜
は
、
唐
の
憲
宗
帝
、
元
和
十
四
年
(
西
紀
入
一
九
)
眞
忠

の
筆
受
す

る
駈
な
れ
ば
、
圓
豊

経
抄
に
先

つ
こ
ご

五
年
に
し
て
、
同
書

に
載
す
る
所
の
灘
門

二
十
入
租

の
名
は
圭
峰

ご
同

一
で
あ
る
。
そ
れ
で
暉
宗
粕
承

の
列
租
の
名

は
宗
鏡
録
、
景
徳
傳
燈
録
等

に
記
す

る
所

と
前
記

の
血
脹
譜
及
圓
畳
経
鋤
ご
は
異
り
て
、
之
を

一
定

せ
し
は
宋
朝
以
後

で
あ

る
。
而
し
て
印
度

に
於
て
は
、
大
迦
業
よ
り
展
轄
馬
鳴
龍
樹
提
婆

に
至
る
ま
で
、他
宗

の
諸
租

ε
何
等

の
異
る
所

な
け
れ
ば
、
印
度

に
於
て
は
灘
を
猫
立

せ
し
者
ご
見
る
事
は
不
可
能

で
あ
る
。
然
ら
ば
則
ち
繹
門

に
羅
愈
在
世
よ
り

特
殊
の
相
承
あ
り
て
以

て
達
磨
に
至
る
ビ
云
ふ
は
、
暉
門

の
ロ
訣
に
し
て
吏
實

ご
し
て
記
す
可
き
性
質

の
者
で
な

い
。

景
徳
傳
燈
録

に
は
拮
華
微
笑

の
事
は
記
し
て
居

な
い
。
李
遵
筋
天
聖
贋
燈
録

に
は
多
子
塔
前
の
付
法

ご
記
し
、
建
中

靖
國
績
燈
録

に
は
拮
華
普
示
微
笑
初
傳
ご
記
録

せ
り
。
而

も
綾
燈
録
は
傳
燈
録
に
後

る
、
事
九
十
鯨
年
で
あ
り
、
其

他

の
諸
記
録
は
皆
績
燈
録

に
微
ひ
て
之
を
記
し

て
ゐ
る
。

世
奪
在
露

山
會
よ

拮
レ華
示
レ衆
、衆
皆
獣
然
、唯
迦
葉
破
顔
微
笑
、世
奪
云
、吾
有

正

法
眼
藏
、浬
樂
妙
心
、實
相
無
相
、微

妙
法
門
ハ不
立
交
字
、藪
外
別
傳
、付
　嘱
摩
詞
迦
葉

(聯
燈
會
要
)、
纏
藏
経
篁

輯
第
二
編
乙
第
九
套
第
三
冊
二
百
二
+
丁

此
の
記
録

の
中
不
立
文
宇

駿
外
別
傳

ε
あ

る
は
杜
撰
も
甚
し
、
此
の
入
字
は
達
磨
藤
の
特
色

ε
し

て
後
人

の
造
れ

る

成
語
で
あ

る
故

に
、
繹
尊

の
時
に
此
の
語
あ

る
べ
き
理
由
な
し
。
爾
聯
燈
會
要
ご
同
時
代

の
作
な

る
人
天
眼
目
に
は
、

宗
門
雑
録
を
引

い
て
左
の
如
く
記
し
て
居

る
。



王
荊
公
問

彿

慧
泉
繹
師
一云
、灘
家
所
謂
世
尊
拮
華
出
在
荷

典
泉

云
藏
経
亦
不
レ載
。公
日
、余
頃
在
一一翰
藏
一偶

見
一一大
梵

天
王
問
佛
決
疑
経
三
養

因
闘

之
、経
文
所
載

甚
詳
。梵

王
至
一一露
山
一以
　金
波
羅
華

献
彿

舎
レ身
爲
一床

座
一請
下佛

爲
一衆

生
一説
法
の世
尊
登
レ座
拮
レ花
示
p衆
、人
天
百
萬
悉
皆
岡
レ措
,濁
有
二金
色
頭
陀
一破
顔
微
笑
。世
奪
云
、吾
有

正

法

眼

藏

浬

繋
妙
心
實
相
無
相
一分
r付
摩
詞
大
迦
葉
司此
経
多
談
二帝
王
竃
7
問
請
問
一所
胤
以
秘
藏
世
無
昌聞
者
噸

之

に
依
れ
ば
拮
華
微
笑

の
出
擦
は
決
疑
経
た

る
は
明
か
な
う
。
然

る
に
其

の
決
疑
経
は
如
何
な
る
理
由

に
よ
り
て

秘
経
ご
な
り
し
か
、
若
し
帝
王
の
事
を
説
け
る
者
ご
し
て
も
秘
す
る
理
由
は
登
見

さ
れ
な

い
。
而
し
て
同
経
は
何

の

時
代
支
那

に
入
り
し
か
不
明
で
あ
る
の
み
璽
ら
す
、
元

の
至
元
法
寳
勘
厨
総
録

に
は
同
経

の
題
號
す
ら
記

し
て
ゐ
な

い
。
之
に
よ
り
て
も
此
経
の
疑
経
た
る
事
は
伺
は
る

、
。
僧
史
稽
古
賂
憲
四
に
は

引
昌梅
漢
集
鴇云
、荊
公
謂
二蒋
山
建
康
佛
慧
泉
職
師
一日
、世
尊
括
華
迦
葉
微
笑
、頃
在
昌翰
藏
一偶
見
二大
梵
天
王
問
佛
決
疑
経

三
憲
ハ有
レ云
、梵
王
在
一鑑
山
會
上
一以
}金

色
波
羅
華

獣
レ佛
請
一一佛
説
法
↓世
曾
登
レ座
枯
レ華
示
レ衆
、入
天
百
萬
悉
皆
無
レ措
、

濁
迦
葉
破
顔
微
笑
、世
奪
日
、吾
蜜

孟

法
眼
藏

浬
盤
妙
心
一分
コ付
迦
葉
叩

前
記

の
宗
門
雑
録
の
記
事
は
恐
ら
く
稽
古
略

に
依
れ
る
も
の
な
ら
ん
。
是
に
於
て
問
題
は
梅
漢
集
に
果
し
て
前
記

の

如
き
事
を
記
せ
し
や
否
や
に
あ
る
。
吾
人
未
だ
梅
漢
集
を
見
ざ
る
故
可
否
は
決
し
難
き
も
、
淺
川
鼎

の
善
庵
随
筆
に

は
、

阜

「
宋
儒

の
所
謂
遣
統
は
暉
家
め

血
賑
に
し
て
、
澄
尊
拮
花
微
笑
を
曾
子

の

一
貫
に
附
會
す

る
は
、
世
人
の
知

る
所

話

頭

の
考

察

入
七
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な
れ
ば
今
更
云
ふ
に
及
ば
す
。
但
拮
花

の
こ
ご
五
灯
會
元
に
出

で
、

一
切
経
中

に
所
見

な
し
ピ
い

へ
ご
も
、
古
來

相
承
の
説
に
し
て
必
す
し
も
彼

の
徒
の
杜
撰
せ
る
に
は
あ
ら
じ
。
さ
れ
ご
彼
徒
は
諸
宗
皆
所
依

の
経
あ
る
に
輝
家

に
限
り
所
依

の
経
な
け
れ
ば
、
胡
鼠
な

る
漱

の
や

う
に
人
の

疑
は
ん
こ
ご

を
お
そ
れ
て
や
、

大
梵
天
王
問
佛
決

疑
経
に
出

る
こ
な
ご
云

へ
こ
、
其
経
も
と
よ
り
世

に
な
け
れ
ば
、
嘗
て
秘
府

に
藏
在
せ
る
を
王
安
石
は
見
し
ご
」

此
亦
前
記

の
稽
古
略
の
文
を
引
け

る
も
、
此
の
経
も
ビ
な
し
ご
彼

は
否
定
し

て
ゐ
る
よ
り
見

れ
ば
、梅
漢
集
に
か

、
る

記
事
な
き
こ
ピ
は
明
か
で
あ

る
。
尚
大
梵
天
王
問
佛
決
疑
経
は
古
來
我
國

に
三
本
あ
り
ε
稽

せ
ら
れ
、
吾
人
は
曾
て

雑
誌
「
輝
宗
」
の
附
録
及
び
忽
滑
谷
快
天
氏
の
「
灘
學
批
判
」
中

に
見
た

る
こ
ご
あ
る
も
、
元
よ
り
取
る
に
足
ら
す

ご
思

へ
り
。
曹
洞
宗
面
山
は
「
此
経
妄
説
鶴
作
な
り
」
ご
断
じ
て
ゐ
る
、
故
に
決
疑
経

の
僑
作
た
る
事
は
殆
ん
ご
定
説
ビ
見

て
不
可
は
な
い
で
あ
ら
う
。

爾
鐸
奪

の
付
法

に
就

い
て
二
説

が
傳

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

或
日
如
來
於
飴
竪
山
會
中
一捻
レ華
示
レ之
、而
迦
葉
微
笑
、帥
是
而
付
法
、又
日
、如
來
以
レ法
付
二大
迦
葉
於
多
子
塔
前
而

澄

皆
以
レ是
爲
昌傳
受
之
實
h然
此
未
三始
見
昌其
所
出
「吾
錐
二稽
取
一亦
不
栗

敢
以
爲
7審
也
(
正
宗
艶
)

多
子
塔
前

ご
鑑
山
會
上
こ
の
傳
法
の
何
れ
が
眞
實
な
る
や
は
早
断
し
難
き
も
、
拮
華
の

一
則
を
除

い
て
の
外
は
多
く

多
子
塔
説
を
取

っ
て
居

る
。

澄
奪
昔
至
二多
子
塔
前
h命
二磨
訂
迦
葉
一分
出宇
座
一倉
レ坐
、以
臨僧
伽
梨
鴫圃
レ之
、途
告
日
、以
主
口正
法
眼
藏

一密
二付

於

汝
h當
暫



護
持
傳
二付
將
來
一無
占A
¶
=断
…絶
触
(
暉
林
類
聚
十
五
)

佛
言
善
來
丘
、髪
髪
自
除
、袈
裟
薯
レ燈
、常
於
衆

中
一稽
　歎
第

一
嚇復
言
、吾
以
二清
浄
法
眼
一將
付
騨於

汝
「汝
亘

流
布
無
7倉
昌

断
絶
肺
(景
徳
傳
燈
録
)

世
尊
最
初
見
二迦
葉
來
館
依
蔀

以
一彿

法
並
金
禰
袈
裟

付
昌囑
摩
詞
迦
葉

爲
昌第

一
組
一也

(寳
慶
記
)

想
歴
の
公
案
盤
山
會
上

の
公
案

に
あ
ら
す
、
多
子
塔
前

に
し
で
付
囑

せ
し
ビ
き
の
こ
ε
ば
な
り
。
傳
燈
鋒
、
普
燈

録
等

に
の
す

る
所
は
、
こ
れ
窪
山
會
上
の
説

ご
云
ふ
こ
ご
非

な
り
。
(傳
光
錐
)

以
上

の
書

に
現
れ
た

る
所

に
よ
れ
ば
多
子
塔
前

の
付
法
を
正
し

ε
す

る
如
き
も
、
何
れ
が
確
實
な
る
や
は
今
決
定
し

難
し
。
元
來
印
度
は
歴
史
を
輕
親
す
る
風
習
を
古
來
よ
b
有

せ
り
。
羅
奪
傳
に
於
て
も
出
家
成
滋
入
渥
薬

こ
も
に
異

説
多
く
し
て
今

爾
決
定
し
て
ゐ
な
い
o
此
等
よ
り
推
考
す

る
ご
き
は
付
法
に
異
説
を
生
す

る
も
元
よ
り
當
然

で
あ
る
o

故

に
此
等

の
問
題
は
他

の
歴
史
家

に

日
任
し
て
吏
的
研
究
は
他
に
譲

る
の
で
あ
る
。

元
來
大
法
の
授
受
は
帝
王
が
位
を
太
子
に
譲

る
如

き
性
質

の
者
で
な
く
、
帝
王
の
譲
位
は
必
す
公
衆
面
前
に
巖
か

に
な
し
て
國
民

に
告
ぐ

べ
き
で
あ

る
が
、

大
法
授
受
は

人
格
が
主
な
る

問
題
故
、

若

し
法
的
人
格
者
な
れ
ば
時
や

・

威

を
撰
定
す

る
必
要
も
、
亦
公
衆
面
前
で
な
す
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
之
を

一
の
告
示
の
形
式
こ
す

る
な
ら

ば
、
前
記

の
如
く
、
百
萬
人
天
前

に
於
て
盛
儀
を
具
し
て
堂

々
ε
行

ふ
べ
き
で
あ

る
も
、
翼
實

の
授
受
は
か

、
る
形

式
,を
離
れ
て
.隙
密
の
間

に
行
ふ
を
至
當
こ
す

る
の
で
あ
る
。
例
せ
ば
六
租
大
師

の
傳
法
の
場
合

の
如
き
、
其

の
他
宗

話

頭

の
考
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入
九



話

頭

の
考

察

F

九
〇

門
租
師

の
傳
法
は
多
く
隠
密
の
間

に
行

は
れ
て
居

る
。
此
等

の
意
昧
よ
り
推
定
す
る
時

は
、
大
法

の
授
受
は
前
記

の

書

の
如
く
多
子
塔
前
を
正
し
ご
す

る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
拮
華
微
笑

は
如
何

に
す

べ
き
や
。
是
れ
他
な
し
。
傳
光
録

記
者
の
如
く
多
子
塔
前

ご
す

れ
ば
何
等

の
問
題

は
残
ら
な

い
の
み
な
ら
す
、
繹
尊

の
法
を
迦
葉
に
付
蠕
せ
ら
れ
し
事

は
他

の
浬
薬
経
、
舎
利
弗
問
経
、
付
法
藏
因
縁
傳

に
記
し
て
あ
る
故
、
傳
法

に
於
て
は
疑

ふ
籐
地
な
く
、
唯

拮
華
微

笑
を
事
實

こ
し
て
、
而
も
記
録

な
き
事

の
み
問
題
こ
し
て
残

る
の
で
あ
る
。
然

る
に
面
山
は

案
此
是
不
レ管
島典
糠
之
有
無
嚇唯
是
可
レ知
一一頑

々
面
稟
之
ロ
訣
一也
。
(傳
光
録
冠
註
)

面
山

の
説
は
歴
史
上
よ
り
見
れ
ば
確
實
性
を
訣

き
て
遁
僻
の
如
き
観
あ
る
も
、
今

日
の
場
合
此
以
外
に
語
無
く
、
又

古
來

の
人

々
の
説
も
面
山

ご
同
意
昧
で
あ

る
か
ら
、
歴
史
上

の
問
題
こ
し
て
は
、
眞
儒
不
詳

の
問
題
ご
し
て
、
暫
ら

く
之
を
措
く
よ
り
外
、
覚

が
な

い
の
で
あ
る
。

、

本

則

世
奪
昔
在
昌塞
山
會
上
一拮
レ花
示
レ衆
、
是
時
衆
皆
獣
然
、
惟
迦
葉
尊
者
破
顔
微
笑
、
世
尊
云
、吾
有
二正
法
眼
藏
浬
繋
妙
心

實
相
無
相
微
妙
法
門
一不
立
文
字
激
外
別
傳
付
=囑
摩
詞
迦
葉

本
則

の
主
題
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
拮
華
微
笑

な
る
も
、
迦
葉
の
微
笑

に
よ
り
て
正
法
を
付
囑

せ
ら
れ
し
よ
り
推
考
す

る
ε
き
は
、
正
法

ご
微
笑

ε
拮
華

ご
は
不
離
の
關
係
を
有
し
て
居

ら
ね
ば
な
ち
ぬ
Q
故

に
吾
人
は
先

づ
正
法
の
實
禮

を
研
究
し
て
而
し
て
他

の
二
に
及
ぷ
こ
ご
、
す
る
。



■

原
始
佛
激
及
大
乗
佛
敏
を
通
じ
て

一
貫

せ
る
佛

激
の
中
心
思
想
は
則
ち
達
磨

で
あ
る
。
而
庵
佛
駿
々
理
の
表
現
中

達
磨
の
如
く
多
種
多
様

の
意
味
を
含
有

せ
る
者
は
な
い
。
即
ち

徳
、
激
設
、
因
縁
、
聖
典
、
無
生

の
事
物

の
五
種
。
(法
句
経
註
縄
書
)

自
然
、
釈
態
、
性
質
、
固
有
性
、
特
質
、

作
用
、
實
行
、
義
務
、
醤
象
、
事
物
、
観
念
、
現
象
、
駿
義
、
遣
徳
、

敬
崖
、
正
義
、
佛
陀
の
法
若

し
く
は
眞
理
、
佛
典
、
宗
激
、
の
二
十
種

(
巴
利
聖
典
)

此
の
如
く
多
種
多
面
の
意
味
を
有
す

る
故
其
の
取
捨

に
迷
ふ
場
合
が
少
く
な
い
。
而
し
て
漢
繹

の
佛
典
に
は

激
法
(佛
陀
の
教
観
為
意
味
す
る
場
合
)
経
法
(律
の
敦
観
に
封
し
て
の
経
為
示
す
揚
合
)

法
(蓬
磨
の
羅
語
定
し
て
曇
も
穏
當
な
語
)

法

の
内
容
ε
し
て
の
意
味

は
則
ち
左
の
如

く
で
あ

る
。

一
、
規
則
、
律
法
、
規
範

二
、
激
説

三
、
眞
理
、
永
遠
最
高
の
眞

理
、
最
高

の
實
在
、
最
高

の
本
禮

、

四
、
経
駿
的
事
物

(
ガ
イ
ガ
ー
敏
授
及
同
夫
人
著
巴
利
達
磨
)

此

の
中
眞
理
ご
し
て
の
法
は
、
佛

敏
ご
し
て
は
最
高
権
威

ご
最
高
償
値
ε
を
有
す

る
者
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
同

時
に
佛
敦
の
中
心
こ
な
る
者
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
讐

へ
ば
、
佛
教
の
構
成
要
素
が
佛
法
信

の
三
寳

こ
せ
ら
れ
、
而

話

頭

の
考

察

九
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話

頭

の
考

察

九
こ

し
て
佛

ご
は
法
を
讃
悟
し
騰
得
し
た
畳
者
で
あ
る
、
故

に
法
を
離
れ
て
は
佛
は
あ
り
得
な

い
。
換
言
す

れ
ば
佛

の
佛

た

る
所
以

の
者

は
法
の
謹
得

に
よ
る
o
然
ら
ば
法
は
佛
陀
出
世
以
前

よ
り
の
存
在
で
あ

つ
て
、
佛
に
よ
り
造
り
出
さ

れ
た
る
者
で
な
き
は
明
で
あ
り
、
久
遽
の
過
去
よ
り
法
爾

ご
し
て
實
在
せ
し
者
だ
る
こ
ご
は
疑

ふ
絵
地

が
な
い
。
佛

が
如
來
出
世
す

る
も
出
世

せ
ざ

る
も
そ
は
常
住
の
界
な
り
、
確
法
な
b
、
緑
起
性

な
り
。
如
來
は
目
ら
之
を
悟
達
せ

b
ご
宣

言
せ
ら
れ
た
の
も
此

の
意
昧
を
表
現

せ
し
に
外

な
ら

ぬ
。
又
佛
陀
は
浬
繋

に
赴
く

べ
き
入
正
道
を
古
仙
人
の

道

に
讐

へ
、
佛
陀
は
古
仙
人
が
辿

つ
た
道
を
登
見
し
て
之

に
随
ひ
て
進
み
、
塗

に
無
生
無
死

の
渥
繋
界

に
悟

入
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
又
佛
陀
が
比
丘
及
其
他
の
者
に
向

つ
て
説
く
に
自
ら
登
見
し
、自
ら
歩
行
せ
し
同

一
古
仙
人
の
遽

、

帥
ち
諸
佛

噌
乗

の
遣
を
以
て
し
た
の
で
あ

る
。
佛
陀
を
始

ご
し
て
、
迦
葉
、
阿
難
等
の
弟
子
が

一
乗
蓮
あ
り
て
、
憂

悲
を
離
れ
、
苦
悔
を
滅
し
て
、
眞
如
法
(如
實
法
)
を
得

る
ご
宣

べ
し
所
以
は
實

に
叢

に
存
在
す

る
の
で
あ

る
。

此

の
如
く
、
佛
陀
の
護
悟

せ
し
法
は
久
遠
の

一
乗
法

で
あ
つ
て
、
不
生
不
滅
の
眞

理
で
あ
る
か
ら
、
佛
陀
以
上
に

高

き
位
置
を
占
め
て
居
る
、
故

に
、
佛
陀

ご
錐
も
曾
崇
館
依
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
法
は
菅
に
佛
陀
の

み
の
蹄
依
の
甥
象

で
な
く
.
又
僧
伽

の
奪
重
し
依
止
す

る
所
の
者
で
あ
る
。
唯
僧
伽
が
佛

陀
を
蕎

道
こ
し
て
崇
舞
せ

し
は
、
佛
陀
が
法
の
禮
験
者
で
あ

つ
た
か
ら

で
あ
る
。
法

の
人
格
的
顯
現
ご
し
て
の
佛
陀

は
、
弟
子
に
向

つ
て
其

の

法
を
開
顯
し
彼
等
の
進
む

べ
き
道
を
示
せ
し
故

に
、
弟
子
は
佛
陀
を
、
法
本
、
法
主
、
法
根
、
法
依
ご
し
て
奪
崇
し

た
の
で
あ
る
。
是

を
以

て
法
は
佛

ご
僧

ご
を
結
び
付
け
る
唯

唄
の
佛
教
的
鐵
鎖
あ
る
。



佛
在
世
中
は
弟
子
達
は
法
ご
人
格
ご
が
完
全

に
合

一
せ
し
佛
陀
に
接

せ
し
故
、
佛
陀
を
離
れ
て
法
を
求
め
、
法
を

観

る
必
要
な
く
、
佛
自
ら
も
亦

「
法
を
槻

る
者
は
我
を
見
、
我
を
見
る
者
は
法
を
見

る
」
ε
宣
言
せ
ら
れ
し
如
く
、

彼
等

は
佛
陀

の
人
格
の
上

に
具
現
せ
る
法
を
認
め
、
生
き
た
法
の
具
現
者
を
以
て
蹄

依
の
中
心
ご
し
た
事
は
云
ふ
ま

で
も
な
き
も
、
佛
滅
後
の
弟
子
は
其

の
樹
象
た

る
佛
陀
を
失
ひ
し
よ
り
、
專
ら
法
を
蹄
依
の
封
象

ご
せ
ね
ば
な
ら

ぬ

事

に
立
ち
至
つ
た
。
佛
は

「
我

が
滅
後
は
自
己
ε
法

ε
を
燈
明
ご
し
蹄
依
威

ε
し
て
住
し
、
他

の
依
慮
を
求
む
る
こ

ε
を
得
ざ
れ
」
ε
阿
難

に
告
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
自
己

ε
は
因
縁
假
和
合
よ
り
生
す
る
假
有
の
自
我
、
帥
ち
経
験

的
相
劃
的
の
自
我
の
性
情
を
燈
明
ご
し
、て
蹄
依
せ
よ
ε
云

ふ
意
昧

で
な
く
、

法
を
實
現
す

る
機
關
こ
し
て
、
自
己
に

依

る
べ
き
こ
ご
を
敷

へ
ら
れ
た
の
で
あ

つ
て
、
畢
寛
す

る
に
自
己
を
通
じ
て
顯
現
す

る
法
を
燈
明
ご
し
、
依
露

ご
せ

よ
ご
の
意
昧
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
佛
陀
は
法

ご
法
の
依
腱
及
び
實
現
者

ご
し
て
の
人
ε
併

立
し
て
蹄
依
の
謝
象

ε

せ
ら
れ
し
な
れ
ざ
、
之
は
膚
己

の
修
行
の
方
便

と
し
て
の
殺
示
に
し
て
其
の
實
は
法

の

一
燈
明
、

一
依
慮

に
蹄
す

る

の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
佛
陀
は
始
終
法
を
中
心
生
命

ビ
せ
ら
れ
た
る
に
よ
り
、
此
の
意
昧
よ
り
此
の
則
を
考
察
す

べ
き
で
あ

る
。
同
時

に
復
佛
教
燈
系

の
中
心
を
な
す
者
は
洪
で

あ

つ
て
、
佛
激
に
於
け

る
世
間
的
原
理
も
、
出
世
簡

的
原
理
も
、
現
實
的
規
範
も
、
理
想
的
規
範

も
此

の
法
に
よ
り
て
統

一
せ
ら
る
、
、
故
に
法
は
佛
激
に
於
け
る

一
切

の
統

一
原
理
で
あ
る
。

法
を
此
の
如
く

一
切

の
統

一
原
理
ε
見

る
ご
き
は
、
波
羅
門
激
の
梵
、
基
督
教
の
棘

ご
相

一
致
す

る
が
如
き
も
.

話
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の
考

察
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話
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察

九
四

普
逼
宗
漱

の
意
昧

に
從

へ
ば
、
波
羅
門
教

の
法
は
人
格
的
紳

に
よ
り
て
創
造
せ
ら
れ
π

る
も
の
で
あ

つ
て
、
法
は
人

格
の
帥
の
所
有
に
蹄

し
人
間

に
取

つ
て
は
超
越
的
存
在
で
あ
る
。
基
督
敷

の
神
も
同
じ
く
法
の
創
造
者
で
あ

つ
て
同

じ
く
超
越

者
で
あ
る
。
然

る
に
佛
陀
は
法
の
創
造
者
、
支
配
者
ご
し
て
の
紳
の
存
在
を
認
め
す
、
且
佛
陀
自
身
ご
錐

も
法

の
創
造
者
で
な
く
、
只
久
遠
劫
來
自
然
法
爾

ε
し
て
實
在
せ
し
法
を
、謹
得
し
て
佛

ご
な
れ
り
ご
云

ふ
盲
畳

に
基

い
て
、
從
來
紳
に
從
囑
ぜ

し
法
を
人

に
薦
せ
し
む
る
こ
ご
に
努
め
あ
れ
た
の
で
あ

る
◎
是

に
於

て
法
は
人
を
通
じ

て

初
め
て
自
ら
を
實
現
し
、
人
は
法
を
燈
験
し
て
初

め
て
佛
叉
は
帥
の
位

に
登
り
得

る
ピ
云
ふ
意
味

ご
な
る
。
佛
漱

の

徹
底
的
人
格
厳
こ
し
て
の
特
色
は
叢
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

吾
人
は
以
上
の
叙
述
に
よ
り
て
、
佛
激
に
於
け
る
法

の
位
地
ご
其

の
債
値

ご
を
明
に
し
得
た
こ
思
ふ
。
法

は
佛
敷

に
於
け

る
最
高
原
理
で
あ

る
ご
同
時
に
総
て
の
統

一
力

で
あ

る
が
、
而
も
法
は
人
を
遙
じ
て
始

め
て
臼
ら
實
現
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
人
な
き
時
は
法
は
顯
れ
な
い
。
法
は
必
す
人
た
る
機
關
を
有
し
、
人
た
る
機
關
は
法
の
電
力

に
よ

り
て
始
め
て
動
く
の
で
あ

る
。
此

の
意
昧

よ
り
拮
華
微
笑
を
考
察
す

る
ご
、
繹
尊
が
花
を
拮
ぜ
し

ε
云

ふ
は
、
花
も

軍

な
る
花

で
な
く
法
邸
花

の
花
で
あ
る
。
微
笑

も
軍
な

る
微
笑

で
な
く
、
法

に
よ
る
微
笑

で
あ
る
か
ら
、
叢

に
総

て

の

一
致
黙
が
自
ら
登
見

せ
ら
れ
る
。
換

言
す

れ
ば
此

の
場
合
の
花
ε
佛
陀
ε
迦
葉

ε
は
法
の
中

の
存
在

で
あ
る
、
故

に
此

の
三
は
法

の

一
に
蹄
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
法

の

一
に
餅
し
て
始
め
て
拮
華
も
微
笑

も
意
義
が
あ
り
、
更

に
云

へ
ば

一
に
離

せ
し
三
は
、
三
帥

一
で
あ
る
ε
同

時
に

一
の
中

に
二
が
存
在
し
、

二
の
中

に

一
が
存
在
す

る
か
ら
傳
法
授
受



は
こ
、
に
行
は
る
、
の
で
あ
る
。
黄
桀
希
蓮
ば
傳
心
法
要
に

問
、何
者
是
佛
.師
云
汝
心
是
佛
、佛
帥
是
心
、心
佛
不
異

故
云
、帥
心
帥
佛
.碧
離
一於
心
一別
更
無
レ佛
、云
、目
心

是

佛
、頑

師
西
來
如

何
傳
授
。師
云
。組
師
西
來
唯
傳
昌心
佛
面

指
二汝
等
心
本
來
是
佛
芯

心
不
レ異
名
爲
レ租
。若
直
下
見
=此
意
叩帥

頓
越
一三
乗

一
切
諸
位
隔本
來
是
佛
。不
一一位
假
修

成
h云
若
如
レ此
十
方
諸
佛
出
世
説
二
於
何
塗

師
云
、十
方
諸
佛
出
世
共

盆
二

心
塗

所
以
佛
密
付
昌與
摩
詞
大
迦
葉
嚇此

一
心
法
膿
監
虚
塞
遍
滲

界
n名
爲
二諸
佛
麺

　論
這
箇
法
嚇豊
是
汝
い於
言

句
よ

解
得

他
嚇

繹
に
於
け

る
の
心
は
最
高

の
本
腱
、
叉
は
最
高

の
實
在
た

る
眞

理
で
あ
る
。
而
も
其

の
翼
理
は
言
語
以
上
な

る
故
、

「
翼
論

遣
箇
法
h豊
汝
於
言

句
上
一解
得

」
と
説
明
し
て
居

る
。
然

ら
ば
得
法
は
唯
獣
契

に
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
Q

此

の
如
く
獣
契
の
法
の
授
受
な
る
以
上
は
言
語
を
以
て
す
る
こ
ε
の
出
來
な

い
の
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
形
式
上
よ

り
論
す
れ
ば
こ
、
に
拮
華
微
笑
の
手
段

の
取
り
行
は
る
、
こ
ご
が
明
瞭

ご
な
る
。

さ
れ
ざ
前
述

の
如
く
、
之
を
形
式

ご
見
る
の
で
な
く
皆
是
法

の
動
き
で
あ
る
ε
見

る
虚

に
三
者
相
互

に
獣
契
が
成
立
し
、

こ
、
に
三
者
が

}
の
形
ビ
な

つ
て
動
く

の
で
あ
る
。
螢
山

は
傳
光
録

し

「
汝
等
よ
の
つ
ね
、
揚
眉
瞬
目
す

る
ご
、

ま
た
こ
れ
整
曇

の
拮
華
瞬
目
せ
し
ご
、

一
毫
髪
も

へ
だ

、
ら
す
。
汝
等

語
話
微
笑
せ
し
ご
、
摩
詞
迦
葉
破
顔
微
笑
せ
し
ご
、
全
く
毫
髪

も
こ
ご
な
る
事
な
し
。
然
れ
こ
も
か
の
揚
眉
瞬
目

せ
し
を
あ
き
ら

め
ざ
れ
ば
、
西
天
に
繹
迦
あ
り
、
迦
葉
あ
り
、
自
心
に
皮
肉
骨
髄
あ
り
、
許
多

の
眼
華
多
少
の
浄

話

頭

の
考

察

九
五
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塵
無
量
劫
來
未
昌曾
解
説
h未
來
劫
も
ま
た
沈
倫
す

べ
し
。
若
し

一
度
か
の
主
人
公
を
識
得

せ
ば
、摩
詞
迦
葉
ま

さ
に

汝
諸
人

の
鮭
裏

に
あ
り
て
動
指
す

る
事
を
得
ん
。
知
ら
す
や
、
羅
曇
楊
眉
瞬
目
せ
し
ご
こ
ろ
に
、
羅
曇
す
な
は
ち

減
却
し
を
は
る
こ
ご
を
。
迦
葉
破
顔

せ
し
ご
こ
ろ
に
、
迦
葉
即
ち
得
悟
し
き
た
る
こ
ご
を
。
こ
れ
す
な
は
ち
吾
有
に

あ
ら
す
や
。
正
眼
藏
却

て
臼
己
に
付
囑
し
を
は
り
ぬ
。
ゆ
え
に
喚
ん
で
迦
葉

と
す

べ
か
ら
す
、喚
ん
で
繹
曾
ご
す

べ

か
ら
す
、
か

へ
つ
て

一
法
の
他

に
あ
た

ふ
る
な
く
、

一
法
の
人

に
う
く
る
な
く
、

こ
れ
を
正
法

こ
す
、
か
れ
を
あ

ら

は
さ
ん
が
爲

に
、
華
を
拮
じ
不
鍵

な
る
こ
ε
を
知
ら
し
め
、
破
顔

し
て
長
齢
な

る
こ
ご
を
知
ら
し
む
。
』

法
は
元
來
不
二
な
り
。
故

に
自
他
あ

る
こ
ご
な
し
。
宮
他
な
き
が
故

に
法
の
立
脚
よ
り
云

へ
ば
、
拮
華
微
笑
共

に
吾

人
自
身

の
そ
れ
で
あ
る
。
吾
人
自
身

の
そ
れ
た

る
こ
ξ
を
禮
験
す

れ
ば
、
正
法
の
付
蝸
は
他
よ
り
せ
ら

る
、
こ
ざ
に

あ
ら
す
し
て
、
自
己
自
ら
自
己

に
付
薦
す

る
な
り
o
然

る
ご
き
は
自
己
の
外

に
迦
葉
も
繹
迦
も
な

い
の
で
あ

る
。
是

に
於

て
、
拮
華
微
笑
は
、
世
愈
の
拮
華

で
な
く
迦
葉
の
微
笑

で
な
く
、
唯
自
己
白
ら
の
拮
華

で
あ
り
微
笑

で
あ
る
、

か
く
て
始

め
て
大
法
は
永
遠
に
相
績
す

る
の
で
あ
る
o

倶

砥

一
指

頭

話

此
話

は
、
無
門
關
三
則
、
碧
巖
集
十
九
則
に
記

さ
れ
て
居

る
有
名
な
公
案

に
し
て
、
其
の

傳
は
傳
燈
録
憲
十

一
に

左

の
如
く
記
し
て
あ

る
。



天
龍
和
爾
法
嗣
婆
州
金
華
山
倶
肱
和
省
初
住
レ庵
。有
レ尼
名
實

際

到
レ庵
戴
笠

子
執

・錫
緯
レ師
三
而
云
、滋
得
邸
拮
=下

笠
子
一三
問
師
皆
無
レ
野
尼
便
去
師
日
日
勢
租
晩
且
留

一
宿
尼

日
道
得
即
宿
又
無
樹
尼
去
後
歎
日
我
錐
レ
虚
二丈

夫

之

形
一而
無
二丈
夫
之
氣
擬

下棄
レ庵
往
昌諸
方

墾
尋
眞

夜
山
紳
告
日
不
レ蓼

離
亮

山
凶將
下有

天

菩
薩

來
爲
二和

爾
読

法
・也

果
旬
日
天
龍
和
術
到
ゲ庵
師
乃
迎
禮
具
陳
ご前
事
一天
龍
竪
二

指
一而
示
レ之
師
當
下
大
悟
自
レ此

凡
有
奮

學

僧

到
一師

唯

墨
=

指
一無
二別
提
唱
一有
昌
ご
皿里
子
一於
レ外
被
二人
詰
一日
和
爾
説
=何
法
要
一量
子
竪
=起
指
頭
一蹄
而

畢
二似

師
輔師
以
レ刀
断
二

其
指
頭
一童
子
叫
喚
走
出
師
召

一
聲
童
子
回
レ頭
師
回
竪
二越
指
頭
一董
子
総
然
領
解
師
將
二順
世
一謂
レ衆
日
吾
得
二天
龍

一

指
頭
輝
二

生
用
不
レ盤
言
詑
示
滅

倶
臆
の
名
は
彼
が
常
に
「
倶
艇
佛
母
陀
羅
尼
」
を
念
唱

せ
し
よ
り
、
時

の
人
倶
砥
ご
呼
び
途
に
其

の
名

こ
せ
b
ご
あ
る

が
、傳
中

に
記
す

る
如
く
彼
は
早
歳

に
し
て
住
職
に
な
b
し
こ
ビ
ご
て
、
暉

に
於
て
は
何
等

の
會
す

る
所
な
き
が
如
し
。

故

に
實
際
尼
の
爲
に
甚
し
く
恥
し
め
ら
れ
、
寺
を
捨
て
天
下
を
遍
歴
し
て
滋
を
求

め
ん
こ
し
、
天
龍

に
會
し
て
悟
を

り

得
だ
の
で
あ
る
。
彼

が
天
龍

の

一
指
頭

に
於
て
謹
悟

せ
り
ご
云

ふ
も
、
漸
…憶
登
憤
燃
ゆ
る
が
如
き
菩
提
心
を
懐
き
て
、

悶

々
の
情

の
禁
じ
難
き
も
の
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ

る
。
受
用
不
盤
底
の
法
は
窮
後

で
な
く

て
は
得
ら
れ
ぬ
。
窮

し
鑑

し
た
後

に
得
た

る
者

は
必
す
無
限

の
生
命
が
あ
リ
カ
が
あ
る
。
而
も
そ
れ
が
倶
砥

に
於
て
は

一
指
頭
で
あ

る
故

に
、

彼
は

一
指
頭
を
以
て
総
て
を
解
繹
し
.

一
指
頭
を
以
て
総

て
に
慮
じ
た
の
で
あ
る
。
無
門

は

倶
脳
和
樹
凡
有

誰

問
一唯
拳

一
指
旧

話

頭

の

考

察

九
七



話

頭

の
考

察

九
入

ご
無
門
關
の
第
三
則

に
記
し
、
碧
巖
集
第
十
五
則

に
は

暴
倶
砥
和
爾
凡
有
昌所
問
一只
竪
二

攣

ε
記
し
て
學
者

の
墾
究

の
公
案

ご
な
し
た
の
で
あ
る
。
「
麗
宗
頚
古
聯
珠
通
集
第

二
十
一
こ
に
は
十
六
の
頚

が
記
さ
れ

て
居

る
。
此

に
よ
り
て
も
倶
臆

一
指
灘

の
如
何
に
重
視
せ
ら
れ
、
債
値
付
け

ら
れ
て
居

る
か

や
伺

は
れ
る
。
然
ら
ば

倶
砥
の

一
指
は
何
を
意
昧
す

る
か
、
若
し
之
れ
を
表
象
の
世
界
よ
り

一
指
は

一
指

な
リ
ビ
云

ふ
な
ら
ば
、
是
以
上
確

の

實

な
答
案
は
な

い
の
で
あ
ら
う
が
、
こ
れ
で
は
説
明
ご
は
な
ら
な

い
。
是

に
於
て
吾
人
は
表
象
の
内
容
を
探
求
し
て
、

如
何
な

る
哲
理
が
秘

め
ら
れ
て
居

る
か
、
先
す
之
を
知
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
吾
人
は
試
み
に
圓
悟

の
垂

示
を
將
ち
來
り

て
其

の
箕
實
義
を
探
求
す
る
こ
ご
に
す

る
。

垂
示
云
、

圃
塵
暴
大
地
牧
、
一
花
開
世
界
起
。

一
塵

は
微
小

の
極
度

を
表
し
た
者
で
あ

る
が
、
其
の
微
小

の

一
物
を
墨
げ
て
も
大
地
を
牧
濫
し
、

H
輪

の
花
の
中

に
全
宇
宙
の
春
が
欄
漫
ご
険
凱
れ
て
居

る
と
云

ふ
意
昧
で
あ

る
。
之

は
華
嚴
哲
學
・の
相
郎
相
入

の
原
理
よ
り
説
け

る

も
の
で
あ

る
。
維
摩
経
不
思
議
品
第
六
に
、
先

づ
法
の
絶
封

に
し
て
何
等

の
姿
も
観
念
も
差
別
も
な
き
こ
定
を
示
し

.

　

而
し
て
総
て
の
執
着
こ
名
相
の
離
る

べ
き
を
説
け
り
。
此
の
如

き
絶
封
的
な
法
は
言
語

・
親
念
等
を
離
れ
た
唯

M
の

物

に
し
て
、
何
等

の
名
詞
を
以
て
す

る
も
表
現
し
得
な

い
も
の
で
あ
る
。

か
、
る
絶
樹
な
者

に
は
絶
封
ビ
云

ふ
よ
り

容
さ
な

い
の
で
あ
る
。
維
摩
は
是

の
如
き
法
を
基
礎

こ
し
て
.
融
帥
門
を
開
き
て
、
先
す
方
丈
の
室
高

さ
入
萬
四
千



◎

由
旬
の
講
座
三
萬

二
千
を
牧
め
、
夫
よ
り
須
彌
を
芥
子
の
内

に
、
四
大
海

の
水
を

】
毛
孔
の
中

に
、
三
千
大
千
世
界

を
右

の
掌

の
上
に
、七

日
を

一
劫
に
、
一
劫
を
七
日
に
、
自
在

に
入
れ
、自
在
に
伸
縮
す
る
こ
と
を
説

い
て
居

る
◎
此

の

如

き
開
遮
放
牧
自
由

の
カ
は
、
絶
樹
的

の
法

に
基
礎
付
け
ら
れ
て
爲
し
得

る
作
用
で
あ

る
。
倶
砥
が

一
指
を
立

つ
れ

ば
、
全
法
界
は
叢

に
現
じ
、

一
指
を
牧

む
れ
ば
、
全
法
界
は
全
く
相
を
牧
む
る
の
で
あ

る
。

こ
れ
は
彼

の
指

が
生
理

上

の
指

で
な
く
、
法
自
身

の
絶
封
者

で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

只
塵
未
レ學
花
未
レ開
時
如
何
着
眼

法
界
が
法
界
ご
し
て
已
に
現
象
界

に
現
れ
森

々
羅
列

せ
る
以
上
は
,何
等

の
問
題

ご
は
な
ら
な
い
が
、塵
未
だ
畢
げ
す

花
未
だ
開
か
す
、
天
地
未
分

の
時
は
塞
す

べ
き

N
塵
も

一
法
も
な
く
、
心
経
の
所
謂
畢
寛
塞
の
當
膿
で
あ
る
Q
此
の

當
膿
に
は
相
醤
絶
野

ご
云
ふ
如

き
醤
立
の
者
は
総
て
塞
盤
し
た
る
故
、
吾
人
の
意
識
を
以

て
思
惟
し
認
識
す

る
こ
ご

を
得

な
い
、
純
粋

の
者

の
最
も
純
粋
な
翼
實
な
自
身

で
あ

る
。
そ
れ
は
何
等

の
着
色
も
型
も
有
し
な

い
。
從

つ
て
表

現
の
言
語

も
な
い
。
強

ひ
て
言

へ
ば
廓
如
た
る
者
で
あ

る
。
這
箇
無
相
の

司
指
あ
り
て
、
始

め
て
相
樹
世
界
も
現
す

れ
ば
、
絶
樹
界
も
成
立
す

る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
倶
砥
無
相

の

一
指
は
天
地

の
父
母
で
あ
り
、
萬
有

の
創
造
神

で
あ

る
。
臨
濟

の
語
に

若
達
=得
萬
法
無
季

心
如
二幻
猛

更
無
昌
一
塵

凶
法
庭

々
清
浮
是
佛
然
佛
與
レ魔
是
染
浮
二
境
約
二山
僧
見
彪

無

佛

無

、

衆
生
無
古
無
今
得
者
便
得
不
歴

=時
節
一無
修
無
謹
無
得
無
失

一
切
時
中
更
無
二別
法
一假
有
　
一
法
過
!此
者
一我
説
如
夢

話

頭

の

考

察

九
九



話

頭

の

考

察

一
〇
〇

如
化

此
の
如
く
佛
凡
を
超
越
し
、
古
今
を
超
越
し
、
修
謹
を
超
越
し
得

、
失
を
超
越
せ
し
無
依
濁
自

の

一
物
な
れ
ば

こ
そ
、

天
地
萬
有

の
母
ご
な
り
得

る
の
で
あ
る
o

所
以
道
如
レ斬
二

緩
綜
コ

軒

一
切
斬
、如
レ染
二

額
遜

一
染

一
切
染

無
依
猫
自

の
者
は
前
述
の
如
く
、
何
等

の
型
を
有

せ
ざ
る
故
、
何
等
の
拘
束
を
受
く
る
こ
ご
な
く
、

こ
、
に
無
碍
自

在
の
生

き
た
作
用
が
開
展
す

る
の
で
あ
る
。

一
斬

】
切
斬
ご
、

一
染

一
切
染
ご
の
爾
作
用
が
帥
ち
そ
れ
で
あ

る
。
何

故

に
、
此

の
如
き

一
帥

】
切

の
斬

ご
染

ご
が
生
す

る
か
。
そ
れ
は
前
述

の
・如
く
華
嚴
哲
學

の
能
く
論
究
す

る
所
以
で

あ
る
が
、
吾
人
は

一
切

の
差
別
的
現
象
は
李
等
を
離

れ
て
は
存

在
し
な
い
ε
信
す

る
。

さ
す

れ
ば
差
別
相
は
即
ち
雫

等

の
部
分
化

で
あ

る
。
故

に
差
別
ご
云

へ
ご
も
實
は
李
等

の
分
化

に
す
ぎ
な
い
の
で
、
根
本
を
な
せ
る

一
を
斬
れ
ば

他
は
同
時
に
斬
却
せ
ら
る
。
臨
濟

は

遣
流
欲
レ得
二如
法
見
解
一但
莫
捗
受
一人
惑
h向
レ裏
向
ゾ外
逢
著
便
殺
逢
レ佛
殺
レ佛
、逢

租
殺
レ租
、
逢
羅

、漢
殺
レ羅
、漢
、
逢
レ父
,

母
殺
レ父
-母
、逢
レ親
-答
殺
レ親
-春
、始
得
解

脱
一不
菖與
レ物
拘
一透
脱
宮
在
、

如
法
の
境
は
透
達
後

に
始

め
て
得

ら
れ

る
境
で
、
此

の
境
に
し
て
始

め
て
自
在
で
あ

る
。
官
在
の
人
に
し
て
斬
ご
染

ε
の
爾
用
を
得

る
、
赦

に
臨
濟
は
内
外
爾
面
に
於
て
殺
し
盤
す

べ
き
を
説

き
、
之

が
實
現
し
得
ら
れ
た

る
後

に
、
煩

悩
、
菩
提
、
生
死
、
渥
薬
、
佛
凡
の
都

て
を

一
時

に
斬
却
し
得

る
の
で
あ
る
。
之
を
斬
却
し
得

る
人

に
し
て

】
切
を



菩
提
に
も
、
浬
繋

に
も
染
め
得

る
の
で
あ
る
。
殊

に
宗
教
家

ピ
し

て
は
殺
活
の
此

の
爾
を
有
す

べ
き
で
あ
る
。
倶
股

猫
自

の
無
相

の
指
は
差
別
よ
り
卒
等

に
、
準
等

よ
り
無
依
猫
宮
絶
醤
的
の
者
で
あ

る
、
故

に
こ
の
爾
用
が

一
指
頭

に

於
て
活
現
す

る
の
で
あ

る
。
臨
濟
は

一
刹
間
透
二入
法
界
↓逢
レ佛
説
レ佛
逢
レ組
説
レ租
逢
二羅
漢
一説
　羅
漢
一逢
簸

鬼
謙
餓

鬼
肺
向
=
↓
切
慮
一遊
　履
國
土
一駿
=化

衆
生
一未
ヨ曾
離
二
一
念
随

慮
清
浄
光
透
一十
方
一萬
法

一
如

此

の
如
く
種

々
の
世
界

に
入

つ
て
、
臨
濟
自
身

の
法
を
建
立
し
て
、

一
切
を
自
己

に
染
む
る
の
で
あ

る
Q
是

れ
圓
悟

の
所
謂

る

一
染

一
切
染
で
あ

る
。
総
て
を
自
己

に
染
め
て
始

め
て
総

て
が
自
己

ご
な
り
、
絶
野
ご
な
り
、

】
指
頭

こ

な
る
の
で
あ
る
。

只
如
今
便
得

葛

藤
一裁
断
運
出

自
己
家
珍

高
低
普
慮
前
後
無
レ差
各
々
現
成

自
家

の
家
珍
を
蓮
出
す

る
に
は
、
先
す
言
語
交
字
ご
総
て
の
理
論
上

の
概
念
を
打
破
し
て
始

め
て
蓮
出

し
得

る
の
で

あ
る
。
自
家

の
家
珍
は
他

に
よ
り
て
造
ら
れ
た
者
で
な
く
、
自
己
の
創
造
せ
し
者
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
倶
砥
の

一

指
は
天
龍
よ
b
得
た

る
者
な
る
も
、
己
に
得
た

る
以
上
は
、
天
龍
の
指
で
な
く
彼
自
ら
創
造
し
た
指

で
あ
る
。
是

に

於

て
何
等

の
型
を
用
せ
な

い
。
是
高
低
普
く
慮
じ
て
斬

る
時
は
斬
b
、
染
む
る
時
は
染
め
、
左
之
右
之
皆
佛
法

ご
な

り
、
眞
實

の
法
こ
な
る
の
で
あ
る
。
無
門
關

の
次
の
文
に
は

後
有
一一董
子
↓因
外
人
問
一和

省
説
一荷

法
要
董

子
亦
肇
一指
頭
蕨

聞
途
以
レ刀
断

其

指
董

子
負
痛
號
奨
而
去
、砥
復
召
レ之

謡

頭

の

考

察

一
〇

一



話

頭

の
考

察

一
〇
二

量
子
廻
レ首
、騒
却
竪
=指
頭
噛量
子
忽
然
領
悟
、

邑

痛
慮
入
悟
に
就

い
て
雲
門
の
折
脚
も
亦
同
様

で
あ
る
が
、
榜
嚴
経
第
五
悟
入
の
交

に

畢
陵
伽
娑
嵯
帥
從
レ坐
起
頂
=禮
佛
星

而
白
レ佛
言
我
初
襲
心
從
レ佛
入
レ道
数
聞
三如
來
説
諸

世
間
不
可

樂

事
一乞

食

城

中
一心
思
一一法
門
一不
レ畳

路

中

毒
刺
傷
レ足
爆
レ身
疹
痛
我
念
有
レ知

々
一一此
深
痛
一錐
γ畳
痛

一畳
箆

昌清
浮
心
一無
一痛

々
畳
一我

叉
思
惟
如
γ是

一
身
寧
有
二讐
畳
一舜

念
未
レ久
身
心
忽
塞
三
七

日
諸
漏
虚
盤
成
一一阿
羅
漢
一得
回親
印
三記
登
一萌

無
學

娑
瑳
の
身
根
室
を
糊
し
て
無
所
得
を
得
て
、
無
分
別
知
を
得
し
は
「
心
思
法
明
」
の
三
昧
底

の
結
果
で
あ
る
℃

今
童
子

に
於
て
も
同
檬

に
、
断

へ
す
指
頭
を
暴
せ
し
に
よ
り
て
心
自
ら
三
昧
を
得
、
其
の
結
果
折
断
の

一
事

に
於
て
之
を
登

得

し
て
開
悟
し
、
倶
砥
の
法
嗣

と
な
つ
た

の
で
あ
る
。
圓
悟
暉
師
云
く

若
向
=指
頭
上
一會
則
享
=負
倶
砥
一今
人
縫
問
著
也
。豊
レ指
豊
レ畢
只
是
弄
昌精
魂
一也
。須

是

徹
髄
見
透
始
蛋

修
道

の
上
よ
り
云

へ
ば
圓
悟

の
詐
は
當
を
得
た

る
者
な
る
も
、
膿
鹸
底

よ
b
倶
豚
の
指
は
其

の
儘
眞
實

の
法

で
あ

る

か
ら
、
此
の
指
を
離
れ
て
別
に
法
を
求
む
可
き
で
な
く
、
同
時

に
倶
砥
を
求
む

べ
き
で
な
い
。
指
帥
法
、
法
帥
倶
砥

で
あ
る
か
ら
、

一
生

受
用
不
盤
で
あ
る
。
故

に
如
來

一
代
の
薮
法
も
倶
砥
の
指

の
外

に
何
者
も
な
く
、
随

つ
て
繹
も

此
れ
以
外

に
は
な
い
o

さ
れ
ば
倶
砥

の
指
は
天
地
宇
宙
を
盤
し
た

一
指
な
る
故
、
天
地
宇
宙
は

一
指
頭

に
撮
り
、

一

指
頭
の
展
開
は
天
地
宇
宙
と
な
る
の
で
あ

る
。
是

に
於
て
始

め
て
無
相
の

一
指
は
天
地

の
父
母
で
あ
り
、
萬
有

の
創

造
紳
で
あ
る
ビ
言
ひ
得

る
の
で
あ

る
Q



百

丈

野

狐

の

話

傳
、傳
燈
録
云
、洪
州
百
丈
山
懐
海
灘
師
者
、爾
州
長
樂
人
也
。二
十
歳
離
レ謄
三
學
該
練
薦
露大
寂
閲
診化

南

康
一乃

傾
レ心

依
附
、乃
至
師
再
塗
馬

租
粛

見
飾

來
取

二醐
床
角
頭
彿
子
鰹

起
、師
云
、即

死

塑

離
庇

用
頼

掛
魏

子
奮
塵

師
良

久

祓
云
、禰
己
後
開
南

片
皮
一將
レ何
爲
レ人
、師
途
取
梯

子
一竪
起
、祓
云
、帥
二此
用
】離
死

用
一師
掛
　彿
子
於
蛋

慮
蔵

便

喝
"

師
直
得
二三
日
耳
聾
嚇官
レ此
雷
昔
將
レ震
、檀
信
講
昌於
洪
州
新
呉
泉
「聾
天
雄
山
h以
峯居
所
岩
蟹
峻
極
一故
號
乏

百

丈

山
h

既
威
γ之
未
昌期
月
嚇塞
玄
之
賓

四
方
屡

至
、帥
有

潟

山
黄
桀
一當
昌其
首
h乃
至
唐
元
和
九
年
正
月
十
七
日
鶴
寂
、壽
九
十
五

長
慶
元
年
勅
詮
二大
智
暉
師

云

舟

以
上

の
傳
を
見

る
時
は
唯
百
丈
再
塑
の
因
縁

の
み
を
記
し
て
他
を
記
せ
ざ

る
も
、
彼
に
關
す

る
有
名
な
公
案
は
、
灘

宗
正
賑
巻
三
、
碧
巖
集
等

に
多
数

に
暴
げ
て
ゐ
る
。
而
し
て
野
狐

の
話
は
五
燈
曾
元
三
、

灘
宗

正
賑

に
も
載
す
、
近

く
は
無
門
關

に
も
出
て
ゐ
る
も
、

こ
れ
は
五
燈
會
元
を
韓
載
し
て
慧
開
が
評
唱
せ
し
者
な
れ
ば
、
會
元
を
以

て
此

の

話

の
本
線

ご
す

る
。

百
丈
和
尚
凡
墾
次
有

二

老
人
一常
随
聚

聴
レ法
、衆
人
退
老
人
亦
退
、忽

一
日
不
レ退
、師
途
問
.面
前
立
者
復
是
t何

人
、老

人
云
、諾
、某
甲
非
人
也
、於
麺

去
迦
葉
佛
時
一曾
登
庇

山
噛因
學
人
問
大
修
行
底
人
還
落

函

果
一也
無
、某
申
鋼
云
、不

落

因

果
、五
百
生
瞳
=野
狐
身
h今
講
和
爾
代

一
轄
語
貴
脱
野

墾

逮
問
大
修
行
底
人
還
落
二因
果
一也
無
、師
云
不

昧

因

果
、

話

頭

の

考

察

一
〇
三



話

頭

の

考

察

、.〇
四

老
人
於

言

下
一大
悟
、作
禮
云
、某
甲
已
脱
二野
狐
身

住
二在
山
後
h敢
告
和

爾
一乞
依
=亡
僧
事
例
h師
令
昌維
那
一白
槌

告
レ衆

食
後
逡
・己

僧
h大
衆
言
議
、
一
衆
皆
安
、浬
繋
堂
叉
無

λ
病
h何
故
如
レ是
、食
後
只
見
下師
領
レ衆
至
二山
後
山品
下
一以
レ杖

挑
二

出

一
死
野
狐
噛乃
依
寧火
葬
晶
師
至
レ晩
上
堂
墨
一前
因
縁
「黄
奨
便
間
、古
人
錯
砥
一一樹

剛
轄
語
一堕
一五
百

生
野
狐
身
輔

々
不

レ錯
合
レ作
一箇
甚
麿
h師
云
、近
前
來
與
膨伊
湛
、黄
桀
途
近
前
與
二師

一
掌

師
拍
レ手
笑
云
、將
謂
胡
髪
赤
更
有
一一赤
髪
胡
司

因
果
は
自
然
界

の
疑

ふ
可
か
ら
ざ
る
公
定
法
則
で
あ
る
、
故

に
自
然
界

に
存
在
す

る
者
は
何

一
物

ご
し
て
此
法
則

を
無
親
し
て
、
そ
れ
以
外

に
出

る
事
は
不
可
能

で
あ
る
。
さ
れ
ご
人
類
の
主
観
問
題

ご
し
て
之
を
考
察
す

る
ご
き
は
、

多
少

こ
、
に
考
察
す

べ
き
黙

が
あ
る
。
其
は
思
考

の
自
由
を
有
す

る
自
己
意
識
で
あ

る
。
此

の
意
識
を
基
礎

ご
し
て

考
察
す

る
時
は
人
類

の
歩
は
由
軍

に
因
果
法
則

の
み
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
自
己

の
歩
は
自
己
の
思
惟

に
よ
り
て
旨

ら
歩
を
運
ぷ
の
で
あ
る
。
故

に
、因
果

の
法
則
は
公
定

の
法
則
な
る
故
、如
何
な
る
聖
者
も
動
か
し
得
ざ
る
も
、自
己

の

自
由
意
識
に
よ
り
て
其
の
理
法
を
癒

用
し
て
、
界
内
生
死

の
因
果
を
果
外
の
聖
者

の
因
果
に
慮
用
し
て
、
出
離
生
死

の
聖
者
を
牧
得
す

る
こ
ご
は
自
己
意
識
の
有
す

る
妙
用
で
あ

る
。
更

に
云

へ
ば
自
然
界
は
悉
く
流
薯

の
世
界
で
あ
る
、

さ
れ
ば
宇
宙

の
理
法
た
る
因
果
律

も
亦
流
轄
す

べ
き
こ
ご
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
流
輻
す

る
故

に
代
謝

が
行
は
れ
、

代
謝
行
は
る
、
が
故

に
萬
有
は
生

々
の
遣
を
辿
り
て
、
生
命
の
持
綾
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
Q
若
し
流
轄
な
く

し

て
固
定
し
た
る
者
な
れ
ば
、代
謝

の
行
は
る

べ
き
理
由
は
認

め
ら
れ
ぬ
。
從

つ
て
意

識
の
自
由
も
生
の
創
造
も
生
み
出

さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
此

の
意
昧

よ
り
大
修
行
底

の
人
を
考
察
す

る
時
は
、
其

の
人

は
因
果
の
慮
用
自
在
の
人
に
し



て
、
因
果
に
拘
束

さ
れ
て
自
由
を
有

し
な

い
人
で
あ

つ
て
は
な
ら
組
。
凡
聖

の
匠
別
は
全
く

こ
、
に
存
在
す

る
。
凡

者

は
因
果
法

に
拘
束
さ
れ
生
の
自
由
を
有
し
な

い
の
で
あ
る
が
、
聖
者
は
因
果
法
を
慮
用
し
て
自
由

に
薗
己

の
世
界

を
造
り
出
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
「
佛
は
因
果
を
踏

ん
で
因
果
の
束
縛
を
受
け
す
」
ご
。

フ
ラ
ン
シ
ス
ベ
ー

コ
ソ
は
新

論
理
に

「
膚
然
は
服
從
す

る
事
に
よ
り
て
よ
く
征
服
し
得

ら
、る
」

ご
云

へ
り
。
之
を
佛

の
十
ご
因
縁

の
解
脱

に
就

い

て
考

へ
る
時
は
、
佛
は
十
二
因
豫

の
理
法

に
能
く
服
從
し
て
正
し
く
之
を
受
け
入
れ
、
其

理
法
を
更
に
慮
用
し
て
十

二
因
縁
を
解
脱
し
だ
の
で
あ
る
。
之

に
よ
り
て
、
大
修
行
底

の
人
ご
因
果
法
こ
の
關
係
が
明
瞭
に
な
り
得
ら

る
、
ご

思

ふ
Q

不
落
因
果

ε
は
所
謂
揆
無
因
果
の
見
に
し
て
、
佛
の
外
道

こ
し
て
排
斥
し
給
ふ
所
た

る
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
是

れ
因
果

の
否
定

に
し
て
塞
見

に
堕
在

せ
し
故

に
野
狐
身
を
受
け
た
の
で
あ

る
。
然
ら
ば
不
昧
因
果
は
因
果
肯
定
な
れ

ば
是
亦
有
の
見
に
拘
は
り
同
じ
く

一
邊

に
囚
は
れ
た
る
者
故
、
解
脱

の
作
用

の
現
は
る

べ
き
者
が
な
い
。
是

に
於
て

此

の
不
落
ご
不
昧

ε
を
黙
槍
す

る
に
は
、第
三
者
の
立
場

に
立
ち
て
な
さ

や
れ
ば
理
解
せ
ら
れ
な

い
。
こ
れ
は
無
門
の

頚

の

一
舞

の
立
場
で
あ
る
。
無
門

の
有
無

の
爾
彩
は
異

つ
て
ゐ
て
も
、
一
鐸
上

の
憂
化
で
あ
る
か
ら
、本
質

は
何
等
異

つ
た
者

で
な
い
ご
頗
し
て
居

る
。
吾
人
は
更
に
之
を
明
確

に
す

る
爲
め
天
壷
の
三
諦
論
を
引
用
し
て
、
無
門
が

「
前

百
丈
巌
得
風
流
五
百
生
」
ご
云

へ
る
所
以
を
黙
槍
し
ゃ
う
。

天
壷

の
三
諦
論
は
彼
宗
濁
特
の
「
即
」
の
義
を
明
か
に
し
、
中
道

の
妙
用
を
示
す
爲

に
説
か
れ
た
者
で
あ
る
。
天
壷

話

頭

の
考

察

哺〇
五



謡

頭

の

考

察

一
〇
六

宗

に
て
は
亭
等
を
塞
諦
ご
名
け
、
眞
如
破
情

の
徳
を
表
す
ご
爲
し
、
差
別
を
假
諦
ε
名
け
、
眞
如
立
法

の
徳
を
詮
す

ε
す

る
の
で
あ

る
。
然
ら
ば
其

の
準
等

の
室
諦
ご
差
別
の
假
諦
ご
の
關
係
は
如
何
に
す

る
か
ご
云
ふ
に
、
其
關
係
を

中
滋

ビ
云
ひ
、
眞
如
絶
封
の
徳
を
表
す

ご
稽
す
。

夫

二
諦
者
天
然
之
性
徳
也
。中
諦
者
統
=

切
法
翼

諦
(窪

混
=

切
法
h俗
諦
・(假
)r者
立
　
一
切
塗

塁

一
帥

三
非
衛

螢

也

(始
終
心
要
)

塞
假
中
の
三
諦
は
此

の
如
く

一
法
の
上
に
具
は
れ
る
も
の
に
し
て
、互

に
融
萢
融
即
す

る
故
に
、
之
を
圓
融

の
三
諦

ご
も
云
ふ
の
で
あ
る
。
更

に
之
を
詳
説
す
れ
ば
、
室

ε
假

ご
は
無
ピ
有

ε
の
關
係

な
れ
ば
論
理
上
矛
盾

に
堕
し
て
、

決
し
て
統

一
さ
れ
圓
融

さ
る

べ
き
者

で
な
い
。
然

る
に
天
壷

の
所
謂
察
は
軍

な
る
塞
に
非
す
し
て
、其

の
當
禮
が
帥
ち

假
で
あ
り
、假
も
亦
軍

な
る
假

に
非
す
し

て
、
其

の
當
禮

が
室

ご
説
か
れ
て
居

る
。
換
言
す
れ
ば
帥
塞
帥
假
帥
中

に
し

て
、其
常
燈

に
於

て
全
然
相
印
し
、
室
も
察

に
偏
せ
す
、
假

も
假

に
偏

せ
す
、
其
察
假
何
れ
に
も
偏
せ
ざ
る
は
中
諦

に

邸
す

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
室
假
の
二
諦

の
關
係
を
示
せ
る
者
が
帥
ち
中
諦
で
あ

る
。
さ
れ
ば
中
諦
ご
は
、
假
諦

に
就

い
て
云

へ
ば
、
塞
諦
に
郎
す

る
故

に
假
諦
が
成
立
し
、
室
諦
に
就

い
て
云

へ
ば
、
假
諦

に
帥
す

る
故

に
塞
諦

が

成
立
す
、
此

の
如
く
ご
諦
相
帥
を
論
す

る
の
が
帥
ち
本
宗

の
中
溢
論

で
あ
る
o

天
壷

に
於
け

る
三
諦
論
の
大
要
は
此
の
如
く
で
あ

る
が
、
無
門
の

一
舞
爾
彩
を
之

に
配
例
す

る
ご
、

一
纂
は
中
道

に
當
り
、
爾
彩
は
察
假

の
二
諦
に
當

る
。
然

る
時
は
不
落
因
果
は
塞
諦

で
あ
り
、
不
昧
因
果
は
假
諦
で
あ

る
。
而

も



こ
れ
が
中
諦

の

一
饗

に
帥
す

る
事
に
よ
う
て
、
不
落
が
軍
な
る
不
落
で
な
く
、
不
昧
に
帥
し
π
不
落
で
あ
り
、
同
時

に
不
昧
は
輩
な
る
不
昧
で
な
く
、
不
落

に
郎
し
た
不
昧
で
あ
る
ゆ
而
も
爾
者
を
し
て
此

の
如
く
帥

せ
し
む

る
者
は
帥

ち
中
道

の

M
憲
ハで
あ
る
。
故
に

一
寮

の
上
よ
り
見
れ
ば
不
落
も
不
昧

も
何
等
の
相
違
な
く
、
不
落
不
昧

の
上
よ
り
見

れ
ば
何
の
全
膿
も
皆
中
諦

で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
若
し
中
諦
の
不
落
不
昧
な
り
ご
す

れ
ば
、蓮
元
が
「
生
死
は
佛

の
命

な
り
」

ご
云

へ
る
如
く
、
不
落
も
不
昧

も
共

に
中
道
佛
性
の
妙
用
ご
思
惟
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
然
b
ε
す

れ

ば
五
百
生
の
野
狐
生
活
は
、
其
儘
解
脱
自
在
三
昧
底
の
生
活
に
し
て
、無
門

の
所
謂
「
風
流

の
生
活
」
ご
云
ひ
得

べ
く
、

臨
濟
の

「
地
獄
に
入
り
て
園
観

に
游

ぷ
が
如
し
」

ビ
幕
し
得

べ
し
。
何
故

に
か
く

の
如
く
な
る
や
。

N
切
嫌

ふ
底
の

法
な
け
れ
ば
な
リ
ビ
臨
濟
膚
ら
説
明
を
加

へ
て
ゐ
る
。
今
も
此

の
如
く
解
脱
者
の
生
活
ご
し
て
見
る
ご
き
は
、
野
狐

の
生
活
其
儘

が
帥
ち
解
脱

の
生
活
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
解
脱
者
、
野
狐
身
を
現
し
て
の
生
活
で
あ
る
。
更

に
前
述

の
因
果
論
よ
り
云

へ
ば
、
自
己

の
意
識
の
カ
に
よ
り
て
因
果
の
法
則
を
慮
用
し
て
、異
類
中
行

の
遊
戯
三
昧
を
展
開
し

て
、佛
性
の
妙
用
を
登
輝
し
大
法
輪
を
轄

し

つ
、
あ
る
の
で
あ

る
。
他

の
意
昧

に
就

て
云

へ
ば
、
観
音
の
三
十
二
慮
身

の
大
悲
癒
現
の
如
き
は
郎
ち
そ
れ
で
あ
る
。
就
中
天
龍
夜
叉
等

の
身
を
現
じ
て
説
法
す

る
如
き
は
、
異
類
中
行
游
戯
三

昧
の
法

に
外

な
ら
ぬ
o
若
し
此

の
意
昧
よ
b
野
狐

の
生
活
を
魏
察
し
、
不
昧
因
果
ご
墨
す

る
時
は
、
現
在
の
生
活

の

當
膿
が
中
道
實
相
の
生
活
π
る
事
は
首
肯
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
老
人

も
此
意
味
に
徹
底
せ
し
よ
)
、
途
に
因
果
を

慮
用
し
て
帥
時
に
解
脱
し
た

の
で
あ
る
。
無
門
は
「
若
向
二者
裏
一著
5得

一
隻
眼
〔
ご
詐

せ
し
意
味
も
郎
ち
こ
、
に
存
在

話

頭

の
考

察

一
〇
七



話

頭

の
考

察

一
〇
入

す

る
。
何
故
な
れ
ば

一
隻
眼

ご
は
中
遣
の
法
眼

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
道

の
法
眼
を
用

ひ
て
而
し
て
野
狐
身
を
見

れ
ば
、野
狐
身
其

の
儘

が
中
道
實
相
の
妙
相

に
し
て
、
別
に
妙
粕

の
あ

る
べ
き
筈
が
な
い
。
是
れ
風
流
な
る
所
以

で
あ

る
最
後

に
古
人
の
頚
を
記
し
て
更

に
墾
考
に
供
す

る
こ
ご
に
せ
ん
。

、

羅
湖
野
録
下
云
、蘇
州
定
慧
信
繹
師
蚤
以
昌百
.丈
野
狐
碩
一得

叢

林
之
轡
嚇其
頚
云
、不
落
不
昧
ご
倶
錯
取
捨
未
レ忘
識
情

卜
度
郵
潜

言
詮
一無
縄
自
縛
春
至
花
開
秋
來
葉
落
錯

々
誰
知
普
化
揺
二鈴
鐸
一

馬
租
道

一
の
大
機

を
得
だ
る
者
は
百
丈
懐
海
ご
す
。
而
し
て
其

の
思
想
は
別

に
新
し
き
所
な
く
六
顧
以
來
の
濁
脱

無
爲

の
思
想
を
織
ぎ
し
に
過
ぎ
す
。

さ
れ
ざ
濁
脱
無
爲
の
思
想
は
、
灘

の
特
色

た
る
解
脱
を
以
て
基
調
ご
す

る
所
よ

り
、
當
然
の
結
果

ご
し
て
必
す
現

る
べ
き
者
で
あ
る
。
故

に
彼
は
廻
然
無
寄
不
拘

ご
繕
し
て
居

る
。
此
れ
彼

の
思
想

の
根
幹
を
な
せ
る
者
に
し
て
、
其

の
灘

の
要
諦
を
不
著

ご
無
求
ご
に
お
け

る
所
以

で
あ

る
。
彼

の
上
堂

の
語
に
曰
く

難
光
濁
耀
遡
脱
一一根
塵
h燈
露
眞
常
不
拘

一一文
字
噛心
性
無
染
本
自
圓
成
、但
離
一妄
縁
一帥
、如

々
佛
、

(纏
藏
経
第
一
輯
第
二
編
第
二
十
四
套
第
五
溺
四
百
九
葉
左
)

之
れ
簡

に
し
て
要
を
灘

し
、
池
然
無
寄
の
思
想
を
能
く
顯

は
せ
る
者

で
あ

る
。

問
如
何
是
大
乗
頓
悟
法
門
、師
日
、汝
等
先
歌
二諸
縁
一休
恵

萬
裏

善
與
二不
善
一世
出
世
間

一
切
諸
法
莫

記

憶
「墓
織

念
幅

放
昌捨
身

心
為
・昌其
自
在
ハ心
如
二木
石
一無
レ有
昌辮
別
h心
無
二所
行
一心
地
若
レ室
、慧
日
自
現
如
二慧
日
自
開
日
出
一相
似
、名
二解

脱
人
薔

二
一
切
境
一心
無
静

観
h不
レ撮
不
働

、
一
切
聲
色
無
レ有

滞

磯
ハ是
非
好
醜
是
理
、非
理
諸
見
悉
盤
不
レ被
一繋

縛
麗

レ



心
自
在
名
三初
登
心
菩
薩
便
登
彿

地
ハ若
垢
浄
心
謹
不
炉住
繋

縛
h不
レ住
解

脱
h無
=

切
有

爲
無
爲
縛
脱
ハ卒
等
心
量
庵
=

於
生
死

其
心
自
在
、畢
覧
不
下與
　虚
幻
塵
勢
漂
界
生
死
諸
入
一和
合
彪迦
然
無
寄
、
一
切
不
レ拘
去
留
無
磯
,往
來

生
死
一如
=

門
開
一相
似

…
…
…
心
錐
二親
受
二苦
樂
一不
レチ
手

懐
一轟
食
接
レ命
補
破
禦
レ寒
兀
兀
如
レ愚
如
レ聾
相
似
、梢

有
二親

分
∵
:
…

佛
是
無
求
人
、求
レ之
帥
乖
レ理
、理
是
無
求
理
求
レ之
帥
失
若
取
二於
無
求
一復
同
昌於
有
塗

百
丈

の
思
想
の
廻
然
無
着
無
求

に
あ
る
こ
ご
は
之

に
よ
り
て
明
か
に
謹
明
せ
ら
る
、
が
、

一
切
不
拘
去
留
無
磯

は

池
然
濁
脱
の
入
に
し
て
始

め
て
な
し
得
る
所
で
あ

る
。
而
も
去
留
無
磯
な
る
以
上
は
野
狐
身

に
投
す
る
も
、佛
界
に
入

る
も
膚
在
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
解
脱

の
儂
値
は
軍

に
池
然

ビ

一
切
に
超
越
す

る
の
み
に
て
は
、
禾
だ
其
の
宇
面
を
顯

せ
し
者
に
過
ぎ
す
、
臨
濟

の
所
謂
嫌
ふ
底
の
法
な
き
境

に
出

で
、
、
総
て
に
投
入
す

る
所

に
、
眞

の
自
在
も
去
留
無
擬

も
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
佛
界
の
み
に
入
り
て
塵
界
に
入
り
得
ざ
る
者
は
、
浮
相

に
轄
せ
ら
れ
て
浮
垢
を
脱

し
得
ざ

る
故
、眞

の
解
脱
者
ご
は
薦

し
得

な
い
の
で
あ
る
。
此

の
意
味
よ
り
野
狐

の
話
を
考
察
す

る
時
は
、
前
百
丈

ご

後
百
丈
ご
は
別
人
で
な
く
、
野
狐
即
百
丈

に
し
て
、
不
落
不
昧
の
作
用
は
百
丈
自
身
の
活
作
用

で
あ
る
。
乃
ち
彼
百

丈
が
去
留
無
凝

の
解
脱
境
を
表
現
せ
る
者
ご
見

る
が
最
も
要
當
で
あ
ら
う
。
從

つ
て
野
狐

の
時
は
全
百
丈
が
野
狐

で

あ
り
、
百
丈
の
時

は
全
野
狐
が
百
丈
で
あ
る
。
叢
に
帥

の
當
禮
全
是

が
味
護

せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
次

に
彼
は

問
云
、何
是
心
解
脱
、答
日
、不
レ求
レ佛
、不
レ求
一一知
解
「垢
浄
情
盤
亦
不
レ守
=無
求
一爲
ダ是
亦
不
レ畏
馳

獄
苦
一不
レ愛
一一天
堂

樂

一
切
法
不
レ拘
、始
名
爲
昌解
堕

話

頭

の

考

察

一
〇
九



話

頭

の
考

察

一
哨
O

解
脱

の
人
は
地
獄
の
苦
す
ら
街
不
畏
、
天
堂

の
樂
す
ら
術
愛
せ
す

ご
云
ふ
。
愛
す

る
と
云
ふ
は
其
の
宇
面

に
畏
れ

る
ご
云
ふ
観
念
が
存
在
す
る
事
は
云
ふ
ま
で
も
な

い
が
、
不
畏
な
る
以
上
は
不
愛
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
不
畏
愛

の

人
に
し
て
、
始
め
て
解
脱
者
ご
云
ひ
得

る
の
で
あ
る
。
同
時

に
不
畏
の
人
に
し
て
始

め
て
異
類
の
申

に
入
り
て
、
自
在

の
機
用
を
登
揮

し
得

る
の
で
あ
る
。
是
れ
彼
が
不
昧
因
果
を
提
唱
せ
し
所
以
で
あ
る
。

心

心

心

己

歌

馳

求

生
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